
算 数 科 学 習 指 導 案 

単元名「かけ算（２）」〔学指要領：Ａ(３)〕 

人権教育 重点課題 (２)子どもたち 
  令和７年 12月 10日（水） 第５校時 ２年３組教室 

 

Ⅰ 単元の構想 

１ 単元の目標及び児童の実態 

 目 標 児童の実態 

知識及び技能 ・乗法に関して成り立つ簡単な性質に

ついて理解するとともに、乗法が用

いられる場面を図や式で表し、乗法

九九を構成し確実に唱えたり計算し

たりすることができる。 

 

（削除） 

思考力、判断力、 

表現力等 
・乗法における数量の関係に着目し、

乗法に関して成り立つ性質を見いだ

し、乗法の計算の意味や仕方を考察

し、それらを日常生活に生かすこと

ができる。 

 

（削除） 

学びに向かう力、 

人間性等 
・乗法について数学的に表現・処理し

たことを振り返り、数理的な処理の

よさに気付き生活や学習に活用しよ

うとしている。 

 

（削除） 

 

２ 評価規準 

知識・技能 ①乗法が用いられる場面を式に表したり、式を読み取ったりすることができる。 

②交換法則等、乗法に関して成り立つ簡単な性質を図を用いて理解している。 

③乗法九九について知り、１位数と１位数との乗法の計算が確実にできる。 

④簡単な場合について、２位数と１位数との乗法の計算の仕方を知っている。 

思考・判断・表現 ①計算の仕方を振り返り、乗法に関し成り立つ簡単な性質を見いだしたり、それ

を基に乗法を構成したりしている。 

②既習の乗法やその構成の方法を基に、簡単な場合について２位数と１位数との

乗法の計算の仕方を考えている。 

③比較量が基準量の何倍になるかを考え、説明している。 

④日常生活の問題や算数の問題について乗法を活用して解決している。 

主体的に学習に 

取り組む態度 

①累加や乗法に関して、成り立つ簡単な性質を用いるなどして乗法九九を構成し

ようとしている。 

②乗法の場面を身の回りから見付け、乗法を用いようとしている。 

③各段の九九を構成するときに用いた乗法の積の関係や乗法の交換法則を乗法の

性質やきまりとしてまとめようとしている。 

 

３ 人権教育とのかかわり 

 本学級は、何事に対してもやる気いっぱいで、どの教科においても粘り強く考えようという意欲をも

って学習に取り組むことができる児童が多い。一方で、自分の考えに自信がもてず自ら意見を発表す

ることに消極的な様子の児童もおり、意見を発表できる児童に偏りが見られる。 

そこで、児童が共感的な態度で意見を受け止め、お互いの意見のよさを認め合い、誰もが尊重され安

心して意見を発表することができる環境づくりが求められる。自分の考えを安心して相手に伝えるこ

とができる環境を整え、多様な意見を尊重しながら自分の考えを伝えることのできるコミュニケーシ

ョン能力を育む必要がある。                                  

本時では、身近な物の数を工夫して求めるために、同じ数のまとまりに着目し、かけ算を使って解決

を図っていく。また、友達との意見交流を通して、同じような意見を聞き自分の考えに自信をもった

り、自分とは異なる新たな考え方のよさに気付いたりすることができると考える。相槌やハンドサイ

ン等も活用しながら意見交流することで、多様な考え方のよさや違いを理解し認め合うことができる

ようにしたい。 

 



【育てたい能力・態度】 

○実践力：物の数の求め方についての意見交流を通して、自分と友達の考え方の違いやよさを認め合

いながら、課題解決に向かうことができる。 

 

４ 指導及び評価、ICT活用の計画（全 15時間：本時第 13時）※指導に生かす評価○、評定に用いる評価● 

 

 

 

Ⅱ 本時の学習（13／15） 

１ ねらい 

同じ数のまとまりに着目してチョコレートの数を求める方法を考える活動を通して、乗法を活用

して解決できるようにする。 

 

 

２ 人権教育の視点 

実践力：多様な考え方があることを知ることを通して、それぞれの考え方のよさを尊重しながら

認め合うことができる。 

 

 

 

時 学習活動 知 思 主 

１ 

・累加や乗法について成り立つ性質を用いて、６の段の九九の構成の仕方につい

て考える。 

 

  ① 

２ 
・交換法則や分配のきまりの考え方に触れ６の段の九九を見直す。また、６の段

の九九を唱え、カード等を使って九九の練習に取り組む。 
②   

３ 
・累加や乗法について成り立つ性質を用いて、７の段の九九の構成の仕方につい

て考える。 
 ①  

４ 
・交換法則や分配のきまりの考え方に触れ７の段の九九を見直す。また、７の段

の九九を唱え、カード等を使って九九の練習に取り組む。 
②   

５ 
・累加や乗法について成り立つ性質を用いて、８の段の九九の構成の仕方につい

て考える。 
 ①  

６ 
・交換法則や分配のきまりの考え方に触れ８の段の九九を見直す。また、８の段

の九九を唱え、カード等を使って九九の練習に取り組む。 
②  ❶ 

７ 
・累加や乗法について成り立つ性質を用いて、９の段の九九の構成の仕方につい

て考える。 
 ❶  

８ 
・交換法則や分配のきまりの考え方に触れ９の段の九九を見直す。また、９の段

の九九を唱え、カード等を使って九九の練習に取り組む。 
②  ❷ 

９ 
・１の段の九九にもこれまでに見付けたきまりがあるか確かめ、１の段の九九を

構成する。また九九を答えの大きい方から唱えたり、途中から唱えたりする。 

① 

③ 
  

10 
・九九表を見て、これまで九九の構成で用いた乗数と積の関係や乗法の交換法則

についてまとめる。（a） 
  ❸ 

11 
・九九表を基に、学習してきた性質やきまりを用いて、被乗数が２位数の乗法に

ついて答えの求め方を考える。（a） 
④ ❷  

12 
・テープの４倍の長さに色を塗り、基準とする長さによって「４倍」の長さが異

なることを見いだす。 
 ❸  

13 

本時 

・同じ数のまとまりに着目してチョコレートの数を求める方法を考える。（a） 
 ❹  

14 

15 

・単元の学習に関わる練習問題に取り組み、学習状況を自己評価する。 ❶
～
❹ 

  

＊活用するコンテンツ等：（a）教科書デジタルコンテンツ 

単元の課題 身の回りのものの数を工夫して求めるにはどうすればよいか。 



３ 展 開 

主な学習活動        

予想される児童の反応〔C〕 

○指導上の留意点 

◆評価項目（観点） 

１ 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつか

む。（５分） 

C:２×３＝６ で ６こです。 

３×６＝１８で１８こです。 

 

 

 

 

 

C:このままだと数えにくいな。 

C:同じ数のまとまりを探してみよう。 

 

 

 

 

C:ちなみに答えは、２４こだね。 

〇「一つ分の数×いくつ分の数」を意識できる

ように、既習事項を基に簡単に求められる数

を扱いながら学習を進められるようにする。 

〇かけ算を用いた考え方に気付けるように、数

を効率よく求めるためにはどんな工夫をした

らよいか問い掛ける。 

 

 

〇一つ分の数のまとまりに着目できるように、

問題場面を部分的に段階を追って提示する。 

 

〇数を求めることに集中できるように、あらか

じめチョコレートの数を全体で確認する。 

２ チョコレートの数を求める方法を考える。

（１５分）       

 

 

 

 

C:１つ分は〇で、いくつ分は□かな。 

C:半分に分けて考えよう。 

C:どこを分けたらいいのか、分からないな。 

 

～きょうりょくタイム～ 

C:わたしはここを一つ分にしたよ。 

C:よこやたての列でもまとまりが作れそうだよ。 

C:３つのまとまりや６つのまとまりがあるね。 

C:ないところもあると考えて数えてみたよ。 

C:ここの３こを動かすと、６このまとまりが作れ

るよ。 

C:ちがう考え方もあってすごいね！ 

○一つ分の数を意識できるように同じ数のまと

まりを丸で囲むように促す。 

〇自力解決したり多様な考え方を見いだしたり

することができるようにヒントカードを準備

しておく。 

〇互いに協力して対話・交流できるように、ワ

ークシートに自らの学習状況（ヘルプの

「ヘ」）を表現するよう促す。 

〇教師や友達に助言を求めたり、意見交流した

りできるように、きょうりょくタイムを設け

る。 

【３つのパターン】 

★一人では分からない児童（ワークシートにヘ

ルプの「へ」を示す） 

★考えがだいたいまとまり、意見交流をしたい

児童（赤白帽子） 

★一人で考えたい児童（個別で考える） 

〇お互いが安心して意見交流できるように、教

師や友達に助言を求めるときは、どこが分か

らないか伝えるように促す。 

３ チョコレートの数の求め方を説明し、それぞ

れの考え方のよさを話し合い、本時のまとめを

する。（１５分）         

C:一つ分が３こと６このまとまりに分けて考えま

した。 

  ３×２＝６  ６×３＝１８   

６＋１８＝２４ 

C:一番上の３こを動かして、一つ分が６このまと

まりにしました。 

  ６×４＝２４ 

C:一つ分が６のまとまりが５つあると考えて、あ

とからない分を引きました。 

  ６×５＝３０ ３×２＝６  

３０－６＝２４ 

 

〇友達の考えをしっかり聞けるように、黒板の

前に移動して発表を聞くよう促す。 

〇互いのよさを認め合い、自分の考えと比較し

ながら聞けるように、ハンドサインを使って

反応するように言葉掛けをする。 

 

 

 

 

 

主な発問 

＜問題＞ 

このチョコレートは 

ぜんぶで何こありますか。 

工夫してチョコレートの数を求めてみましょう。

分からない人は友達の考えを聞いてみましょう。 

多様な考え方があることを知ることを通し

て、それぞれの考え方のよさを尊重しながら

認め合うことができる。【実践力】 

◆評価項目（思④） 

ワークシートの記述や発表内容から、「日

常生活の問題や算数の問題を乗法を活用して

解決することができたか。」を評価する。 

＜めあて＞ 

かけ算をつかって、チョコレートの数をもとめる

方ほうを考えよう。 



 

 

 

４ 本時のめあてに対するまとめをし、学習内容

を振り返る。（１０分）   

〇それぞれの考えの共通点を考えまとめをする。 

 

 

 

 

〇本時の学習の振り返りを書く。 

 

 

 

 

 

〇乗法を使って数を求められるよさを実感でき

るように、それぞれの考えの共通点は何か問

い掛ける。 

〇まとめのキーワードとなる言葉に注目できる

ように、板書を振り返り、児童の言葉を基に

整理してまとめる。 

〇今後の生活において、お互いの考え方のよさ

を尊重し認め合うことができるように、多様

な考え方を見付けたりその考え方のよさを認

め合えたりしたことを称賛する。 

〇本時の学びを自覚することができるように、

振り返りの場を設定する。 

 

＜まとめ＞ 

チョコレートの数は、同じ数のまとまりにちゅ

う目すると、かけ算でもとめることができる。 

 

 
＜振り返り＞ 

C: かけ算をつかうことで、計算で数を数えること

ができた。つぎは、ほかのならび方のものも数え

てみたい。 


